
杉並区議会議員・党幹事長
区議会唯一の社会福祉士

　2期 8年間、社会福祉士として、福祉分野の専門性を活かした
質疑に徹底的に取り組んできました。福祉分野の質問数は 8年連
続、区議会トップです。
　党議員団幹事長として議会論戦の先頭にも立ち続けてきました。
　区政でも国政でも暴走政治が横行しているとき、住民目線でぶ
れずにスジを貫き、いのち・くらしを守る杉並区政の実現のため、
これからも全力を尽くします。

38歳

山田耕
こう

平
へい

福祉の質問数 ８年連続トップ
いのち守る論戦力



福
祉
の
心
で
い
の
ち
を
守
る

傍聴で涙が出た
私達が一番つらい時に真剣に話を聞いてくれたこ
と。議会で誰も保育についてとりあげないのに山
田議員だけは一生懸命この問題について保護者の
立場から訴えてくれたこと。傍聴で何度も涙が出
てしまいました。

T・Oさん（保護者から寄せられたメール）

区
議
会
唯
一
の
社
会
福
祉
士

住
民
の
苦
難
に
寄
り
添
い
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
―
私
の

活
動
の
原
点
で
す
。

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
い
か
し
、
区
議
会
最
長
の
8
年
間
、

保
健
福
祉
委
員
を
務
め
、
福
祉
分
野
の
質
問
数
は
区
議
会
最
多
、

8
年
連
続
ト
ッ
プ
で
す
。

父
母
の
叫
び
を
聞
き
、
議
会
で
追
及

消
極
的
な
区
を
動
か
し

　

認
可
保
育
所
大
幅
増
設
へ

議
員
と
な
り
、
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
認
可
保
育

所
の
増
設
で
す
。

当
初
、
区
は
認
可
保
育
所
整
備
に
消
極
的
で
し
た
。
私
は
子

育
て
世
代
の
一
人
と
し
て
、
保
護
者
の
切
実
な
声
を
区
政
に
届

け
て
き
ま
し
た
。

議
会
で
の
粘
り
強
い
追
及
と
認
可
保
育
所
増
設
を
求
め
て
声

を
あ
げ
た
保
護
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
認
可
保
育
所
の
大
規
模

増
設
に
道
を
開
き
ま
し
た
。

TBS　Nスタと噂の東京マガジンが保育待機児童の調査活動を取材

山
田
耕
平
　
2
期
8
年
間
の
取
り
組
み
①

杉並区の保育待機児童問題が社会問題
となった2013年2月、私の質問や調
査活動がマスコミにも取り上げられま
した。



弱い立場の人を守ってくれる
病気で仕事をやめ、生活に困窮していた時、親身に相談
に乗って頂きました。福祉事務所では、生活保護の申請
を断られそうになりましたが、山田さんは毅然と対応し
てくれ、保護を受けることが出来ました。優しさと強さ
を持った山田さん、感謝しています。
� M さん（上井草在住）

高
齢
者
・
障
害
者
の
切
実
な
声
届
け
る

専
門
性
活
か
し
現
場
の
声
届
け
る

8
年
間
、
杉
並
区
介
護
保
険
運

営
協
議
会
委
員
を
歴
任
。
高
過
ぎ

る
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
等
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
同
会
長
か
ら

「（
議
会
で
の
質
疑
は
）
山
田
委
員

に
お
任
せ
す
る
」
と
激
励
も
受
け

ま
し
た
。

障
害
者
団
体
と
の
懇
談
等
も
重

視
し
、
現
場
の
声
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
改
善
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
移
動
支
援
の
拡
充
を
求
め
、
実
施
時
間

の
増
加
を
実
現
。
障
害
者
の
意
向
に
沿
っ
た
運
用
を
求
め
て
い

ま
す
。

未
利
用
公
有
地
を
徹
底
調
査

福
祉
施
設
の
活
用
に
道
を
開
く

福
祉
施
設
整
備
の
た
め
に
、
未
利
用
公
有
地
の
活
用
に
着
目
。

自
転
車
で
区
内
を
駆
け
回
り
、
現
地
を
調
査
。
議
会
質
疑
で
活

用
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
多
く
の
公
有
地
に
特
養
ホ
ー
ム
や
認
可
保

育
所
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
（
左
表
）。

下井草１丁目　下井草官舎（約1.208平米）

➡　認可保育所
高井戸東４丁目　杉並高井戸寮（約2,034平米）

➡　�認可保育所、
　　認知症高齢者グループホーム、�
　　小規模多機能居宅介護

高井戸東３丁目　上高井戸住宅（約3,841平米）

➡　�140名規模の特養ホーム整備�
（31年度竣工・開設）

高円寺南５丁目　高円寺第二宿舎（約2,549平米）

➡　特養ホーム・ショートステイ
高円寺北１丁目　高円寺宿舎（約1,034平米）

➡　認可保育所
荻窪３丁目　UR団地跡地

➡　特養ホーム

現
場
で
身
体
を
壊
す

友
人
達
を
助
け
た
い
！

両
親
は
養
護
学
校
の
教
員
で
し
た
。

両
親
の
影
響
も
受
け
、
福
祉
の
道
を
志

し
、
福
祉
系
の
大
学
に
進
学
。
プ
ロ
レ

ス
興
行
も
含
め
、
福
祉
施
設
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
志
を
同
じ
く
し
た
友
人
の
多

く
が
過
酷
な
福
祉
現
場
で
身
体
を
壊
し
、

現
場
を
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。
深
刻
な

実
態
に
触
れ
、
政
治
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
。
政
治
の
世
界
に
飛

び
込
み
、
福
祉
を
守
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

原点 毎回、区内障害者団体から推薦状
を頂いています



税
金
浪
費
は
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

不
正
た
だ
す
抜
群
の
調
査
力

私
は
田
中
区
長
が
公
用
車
を
選
挙
応
援
に
利
用
し
、

深
夜
ま
で
乗
り
回
す
等
の
乱
脈
運
用
を
繰
り
返
し
て

い
る
実
態
を
議
会
で
初
め
て
告
発
し
ま
し
た
。

徹
底
し
た
調
査
に
基
づ
き
不
正
の
実
態
を
暴
い
た

追
及
は
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
杉
並
区
は
23
区
で
初
め
て
区
長
車
使

用
基
準
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
追
及
は
、
毎
日
、
朝

日
、
産
経
、
東
京
な
ど
新
聞

各
紙
が
報
道
し
ま
し
た
。

N
H
K
も
ウ
エ
ブ
ニ
ュ
ー

ス
で
全
国
に
流
し
ま
し
た
。

田中区長の公用車乱脈利用をただす

私の質問を多くのマスコミが報道

不正に対峙する姿勢に感謝
田中良杉並区長の公用車私物化の記
事を読みました。勇気を持って不正
に対決していることに感謝します。
がんばってください

区民から寄せられた声
徹底調査をもとに田中区長の
公用車乱脈利用の実態を告発

山
田
耕
平
　
2
期
8
年
間
の
取
り
組
み
②



8
年
間
毎
週
、
区
政
報
告
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行

杉
並
区
政
の
実
態
を
広
く
住
民
に
伝
え
る
た
め
、
議
員
と
な
り
8
年

間
、
毎
週
、
区
政
報
告
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

明
治
学
院
大
学
河
合
克
義
教
授
も
高
く
評
価

酷
過
ぎ
る
区
民
の
負
担
増
の
実
態
を
明
ら
か
に
！

毎
年
、
増
加
し
続
け
る
区
民
の
負

担
増
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

を
作
成
。
多
く
の
区
民
か
ら
「
こ
ん

な
に
負
担
が
増
加
し
た
の
か
？
」
等

の
驚
き
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
内
で
開
催
さ
れ
た
学
習
会
で
は
、

私
が
作
成
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
明

治
学
院
大
学
河
合
教
授
が
「
負
担
増

の
実
態
を
把
握
出
来
る
重
要
な
資
料
。

全
て
の
自
治
体
で
作
成
す
べ
き
。」

と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

区
民
に
開
か
れ
た
区
政
目
指
し
て

資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

2018年杉並社会保障推進協議会主催の
学習会が開催され、河合教授が高齢者の
社会的孤立等について講演。私もパネリ
ストとして、杉並区の高齢者の実態を報
告しました。

私が作成した資料
年収と世帯数別に負担増の実態を把握できます

山田議員の子育て奮闘記録を毎
週楽しみにしています。

読者Ｓさん（善福寺地域）
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5
月
29
日
か
ら
杉
並
区
議
会
第
二
回
定
例
会
が
開

会
し
ま
す
。
閉
会
は
6
月
15
日
で
す
。
日
本
共
産
党
杉

並
区
議
団
は
今
定
例
会
に
国
民
健
康
保
険
料
の
一
部
負

担
軽
減
を
実
現
す
る
た
め
の
議
員
提
案
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

■提案理由 

国民健康保険料の内、１８歳以下の子どもが

３人以上いる世帯の第３子以降の子どもにか

かる均等割り額を免除し、多子世帯の経済的負

担を軽減する。 
 

■他自治体等の状況 

全国知事会など地方団体が見直しを要求。 

特別区長会は「子育て世帯の経済的負担を軽

くするため、国の責任において区市町村の補助

制度に対する財政措置を講じること」と要望。 

 東大和市が先行して実施。 
 
 

■杉並区で実施した場合の試算 

杉並区の対象世帯は５０５世帯、対象者は１

６３１人。予算額は８０７３万円。（H29年度

ベース） 

 

今
定
例
会
に
提
案
を
予
定
し
て
い
る
条
例
案
で
は
、
子

育
て
世
代
な
ど
〝
家
族
の
多
い
世
帯
〟
の
保
険
料
を
高

騰
さ
せ
る
重
大
要
因
と
な
っ
て
い
る
「
均
等
割
」
に
つ
い

て
、
第
３
子
以
降
の
均
等
割
り
額
を
免
除
し
、
多
子
世
帯

の
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。
「
均
等
割
」
に

よ
る
保
険
料
負
担
に
つ
い
て
は
、
特
別
区
長
会
を
始
め
、

各
自
治
体
で
改
善
を
求
め
る
声
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
国
が
対
応
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
国
へ
の
問
題
提
起
を

含
め
て
区
独
自
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

な
お
、
議
員
提
案
条
例
は
、
区
議
会
の
全
会
派
・
議
員

に
も
共
同
提
案
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
負
担
軽
減
条
例
の

成
立
に
向
け
て
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。 

先
の
区
議
会
第
一
回
定
例
会
で
は
、
区
長
か
ら
提
案

さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
議
案
が
自
民
、
公

明
、
未
来
（
民
進
・
立
憲
等
が
所
属
）
、
平
和
（
ネ
ッ
ト
・

立
憲
・
社
民
等
が
所
属
）
等
の
与
党
会
派
の
賛
成
多
数

で
可
決
・
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
と
一
部
の

少
数
会
派
は
反
対
し
ま
し
た
。 

値
上
げ
議
案
が
強
行
さ
れ
た
結
果
、
一
人
当
た
り
平

均
３
５
４
７
円
の
値
上
げ
と
な
り
、
来
月
6
月
に
は
各

家
庭
に
値
上
げ
通
知
が
発
送
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
間
、
国
保
料
は
毎
年
値
上
げ
が
続
い
て
お
り
、

そ
の
負
担
は
国
保
加
入
世
帯
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

な
か
で
も
子

育
て
世
帯
な
ど

扶
養
家
族
が
多

い
世
帯
に
負
担

が
集
中
し
、
家

族
が
一
人
増
え

る
だ
け
で
年
間

の
負
担
は
約
５

万
円
も
増
加
し

ま
す
。 

 

党区議団が提案予定の条例（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

育メン日誌も８年が経過！ 
 

これまでも取り上げていますが、この８年

間、週刊ニュースで最も多くの感想が寄せら

れているのが「育メン日誌」です。もはや「育

メン日誌」の話にしかなりません…（苦笑）。 
子どもの成長は早く、初登場時の赤ん坊が

２年生になりました。家族も増えましたが、

引き続き区議会議員の育児日誌を赤裸々に公

開していきたいと思います。今後もお付き合

い、よろしくお願い致します！ 
 

 

国
政
で
は
、
公
文
書
の
改
ざ
ん
や
隠
蔽
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
杉
並
区
政
に
お
い
て
も
、
区

長
の
行
動
日
程
が
毎
日
廃
棄
さ
れ
る
問
題
や

情
報
公
開
請
求
が
公
開
延
期
と
な
る
等
、
住
民

へ
の
適
切
な
情
報
提
供
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

 

区
民
サ
ー
ビ
ス
を
乱
暴
に
削
減
す
る
区
立

施
設
再
編
整
備
計
画
な
ど
も
計
画
の
策
定
か

ら
決
定
ま
で
が
不
透
明
で
住
民
不
在
の
ま
ま

強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

住
民
参
画
を
保
障
し
、
住
民
本
位
の
政
治
を

実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
杉
並
区
政
に
お

い
て
、
区
民
が
主
人
公
の
区
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
に
、
今
後
も
週
刊
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

等
、
情
報
提
供
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
お
付
き
合
い
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

週
一
回
ペ
ー
ス
で
発
行
し
て
い
る
週
刊
ニ
ュ
ー
ス
が
３
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

区
議
会
の
改
選
を
経
て
議
員
任
期
は
二
期
目
と
な
り
、
来
年
、
三
期
目
の
改
選
を
迎
え
ま
す
。 

5 月 17 日・18 日、杉並区議会第１回臨時会が行なわ

れました。新年度初回の臨時会では、議案の審査・議

決の他、新年度の議会体制を決定しました。 

また、今期も党区議団幹事長を務めることが決まり

ました。民主的な議会運営を実現すべく全力を尽くし

ます。 

区
議
会
議
員
に
な
る
前
、
区
民
の
一
人
と
し

て
「
区
議
の
仕
事
は
、
区
民
に
は
見
え
辛
い
」

と
常
々
、
感
じ
て
き
ま
し
た
。
議
員
を
務
め
る

際
に
は
〝
区
民
へ
の
情
報
提
供
を
徹
底
的
に

行
な
う
〟
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

過
去
の
週
刊
ニ
ュ
ー
ス
１
号
・
１
０
０
号
・
２
０
０
号
。

過
去
ニ
ュ
ー
ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

常任委員会 ◆保健福祉委員会 
 

特別委員会 ◆道路交通対策特別委員会 
 

◇議会運営委員会委員 

◇議会運営委員会理事 
 

会派内人事 ■幹事長 
 

 

※党区議団全体の人事は区議

団ニュースをご覧ください。 

兄
妹
仲
良
く
成
長
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

山
田
耕
平
　
2
期
8
年
間
の
取
り
組
み
③

く
ら
し
破
壊
の
消
費
税
10
％
増
税
に
ス
ト
ッ
プ
を



私
は
幼
い
頃
よ
り
杉
並
区
で
育
ち
ま
し
た
。
地
域
の
守
り
手

と
し
て
、
様
々
な
問
題
の
改
善
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

数
十
年
の
水
害
多
発
地
域

初
め
て
対
策
を
実
現

集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
豪
雨
の
度
に

水
害
現
場
に
駆
け
付
け
、
被
害
実
態
を
調
査
。
議
会
で
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
粘
り
強
く
対
策
を
求
め
続
け
、
数
十
年
間
、

水
害
に
悩
ま
れ
て
き
た
地
域
の
水
害
対
策
を
実
現
し
ま
し
た
。

公
園
遊
具
撤
去
に
待
っ
た
！

子
ど
も
達
の
木
製
遊
具
守
る

区
内
公
園
で
木
製
遊
具
等
の
撤
去
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
所
の
井
荻
公
園
（
通
称
：
ど
ん
ぐ
り
公
園
）
で
も
突
然
、
撤

去
作
業
が
開
始
さ
れ
、
利
用
児
童
や
保
護
者
か
ら
怒
り
の
声
が

広
が
り
ま
し
た
。　

私
は
住
民
の
声
を
受
け
、

緊
急
の
住
民
説
明
会
の
開
催

と
計
画
の
見
直
し
を
要
請
。

区
は
計
画
の
乱
暴
な
進
め

方
を
認
め
、
木
製
遊
具
の
存

続
を
決
定
。
今
後
の
遊
具
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
住
民

と
協
議
し
検
討
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
街
を
守
り
ま
す

山田さんがいると心強い
山田さんは、集中豪雨の度にすぐ
に駆け付けてくれて、いつも心強
く感じています。数十年間、動か
なかった水害対策がやっと始まっ
て安心しています。

善福寺一丁目住民

大切な遊具を守るために
突然の遊具撤去に子ども達は大変な
ショックを受けていましたが、すぐ
に山田さん動いてくれました。遊具
が残ることになり本当に良かったで
す。

近隣小学校児童の保護者



40
㍍
以
深
か
ら
地
上
に
酸
欠
ガ
ス
・
地
下
水
噴
出
… 

深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
続
出
の
外
環
道
は
ス
ト
ッ
プ
を

外
環
道
は
、
2
兆
円
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
莫
大
な
工
事
費
の
問
題

や
、
酸
欠
ガ
ス
・
地
下
水
が
地
上
に
噴
出
し
国
や
事
業
者
も
想
定
外
と
認

め
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま

す
。地

域
住
民
の
安
全
を
守
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代

に
残
す
た
め
に
外
環
道
・
外

環
の
２
計
画
の
中
止
を
求
め

て
い
ま
す
。

幼いころからの遊び場・
善福寺公園

外環訴訟の原告団として
記者会見も実施

西荻北地域住民の声
住宅の真下を通る外環道は心配です。山田さ
んは、いつも住民の声を代弁してくれていま
す。同じ地域の住民として心強いです。

大学在学中、ア
フガニスタン難
民キャンプ支援
に参加。過酷な
暮らしの中でも
元気いっぱいの
子ども達の姿か
ら、戦争の悲惨
さと平和を守る
ことの大切さを
実感しました。

学生時代はプロレス研究会に所属し、
近隣の福祉施設等のボランティア興
行に励みました。
議員になった現在も地域の商店街の
要請を受け、プロレスを披露するこ
ともあります。

平和への思い　9条を守るために

地域行事
全力で支えます！

９
条
改
憲
ノ
ー
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

赤いマスクマンが私です。



杉並区民新聞 　2019年 3月号外　杉並区民新聞社　杉並区今川 2-12-21　日本共産党山田耕平区議の活動を紹介します。

みなさんの声を、これからも区政へ
山田耕平のお約束

●児童館、ゆうゆう館の廃止を許さず拡充を
●学童クラブの民営化ストップ、大規模化を許さず質の向上を
●区立施設使用料の引き下げ
●特養ホームの増設、グループホームへの家賃助成を
●認可保育所の増設と保育の質確保へ。区立保育園の存続
●障害種別のグループホームの増設、移動支援の拡充、就労支援
●学校給食の無償化、就学援助の拡充
●学校体育館へのエアコン設置、トイレの洋式化促進
●商店街支援とともに個店支援、公契約条例の制定
●100ミリ豪雨に対応できる水害対策
●耐震、耐火改修への支援拡充

山田耕平プロフィール
◆1980年12月10日生まれ◆井荻保育園、桃井第四小学校、井草中学校、井草高校、立正大学社会福祉学部社会福祉学科卒業。卒業後、社会福祉士資格取得
◆2011年、杉並区議会議員初当選。現在2期。党区議団幹事長。杉並区介護保険運営協議会委員◆荻窪消防団第三分団に所属◆3児の父親として子育て奮闘中
◆趣味：スポーツ全般。プロレスをすること（学生時代はマスクマンとして活躍）。料理

お困りごとはお気軽にご相談ください。☎090-9973-0941 山田耕平

消防団活動にも全力
操法大会選手として連続出場。
2018年度大会では優勝しました。

持ち前の体力で
どんなことにも全力


